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ケ ッ ク博士は昨年 『聖 なる探求　　人類の魂の進化

と未来』 （Sacred　QuesちThe　 Evolution　 and 　 Future

of　the　Human 　Soul）を Swedenborg　 Foundation

Publishersか ら出版 し た。それは人類の 魂　（Human

Soul） つ ま りユ ン グ の い う人類の 集合的無意識の

レ ベ ル で の 魂の 進化を検証 し、その 未来の 展望 を拓

く試み で ある 。 彼に よれば、人類の 魂 は Epoch　I，

H ， HIの 段階 を経 て進化す る。　Epoch　 I は B．C．33 
一一B．C．8000年で 、こ の 時期は幼児期と呼び うる。そ

の 特性 は、自然 との
一

体感 ・無暴力 ・女性性の 尊重

等で ある 。 農耕定住生活の 導入 に よる Epoch　IIは

B ．C ．8000年か ら現代ま で続き、それは青春期で あ り、

支配 ・暴力 ・個の 時代で ある。Epoch　lllは現代に 始

まり未来へ と続く成長過程で あ り、 人類の魂が成年

となる時代に相当する。全一性 を求めて の 自己の 拡

大 ・自然との 再結合 ・差異の 尊重 ・権力の民主化
・

グ ロ ーバ リズ ム等が 課題 と なる。ケ ッ ク博士 に よれ

ば、人類の 魂の 進化は時機の 熟 した ときに急激に な

され、そ の 後 は長い 平坦な道筋 をた どる 。 現代は新

旧 の 分岐点に位置 し、激 し い 変革の 時で ある。著者

は学問の 多分野に踏み込み 、こ の 壮大な仮説を検証

しよ うと努めて い る 。

　 ミ レ ニ ア ム は 、その 表層を捉えれば、たん なる気

分転換で ある。また聖書や神話の 字義 へ の 拘泥はカ

ル ト教団の 悲劇 に つ なが る。 今必要な の は、心や魂

の 変容の 転換点を示唆す る、その 隠 された意味の 真

摯な探求で はな い だ ろ うか 。

現代科学の動向
蝉 署 櫑
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　相次 ぐ医療過誤 ・薬害か ら遺伝子組み 換え食品、

臓器移植、東海村 事件 、少年 に よ る 凶悪犯罪 ま で

20世紀 の 最後の 数年を騒 がせ たで きご との 底辺に

は 「科学 と人間の 乖離」 と い う共通の 問題が潜んで

い る 。

　そ う考 えて 、人間の 未来に関心 を抱 くひ と りの

ジ ャ
ー

ナ リス トと し て 何 らか の 見通 し をもっ て お

きた い 、と思 っ で
一
昨年末に 『生 きて ゆ くた めの サ

イエ ン ス　生命論パ ラ ダ イ ム の現 在』 （人文書院）

とい う本 を上梓 した。

　最先端の テ
ー

マ を追 っ て い る科学者 （哲学者）を

独断と偏見で チ ョ イ ス させて い た だ きイ ンタビ ュ
ー

内容をまと めた本で ある 。 ちな み に拙著に は本学会

の 元会長、湯浅泰雄先生に も登場い ただい た。

　そ し て 、同書 を上梓 して 私は、人間と乖離 して し

ま っ た現 代科学の 現場で 今、人間と の つ なが りを取

り戻す新 たな理 論な り思想が生 まれ つ つ ある こ とを

確信 した。以下 に、その 内容の 一端 を素描 して 「現

代科学の 動向」をつ か む
一
助にで きればと思 う 。

　現代の 科学思想界で 今、もっ ともヴ ィ ヴ ィ ッ ドな

話題 の なか に 「複雑系」が あり、「オ
ー

トポ イエ ー

シ ス 」が ある 。 科学の 話題はほ か に もあろ うが 、科

学的通念 に対す る破壊力 とい う点で は、こ の 二 つ が

群を抜い て い るように筆者に は思 える 。

　まず複雑系は、近代科学が前提 と し て きた 「線形

近似」 とい う手法が 多くの 場合、現実の 自然をと ら

え損ね て い る ことを暴露した。

　 「線形近似」とは、現象を表現する の に線形の 因

果関係を使い 、その 解が現象 を再現 しなければ、も

と の 方程式 に線形か らの ズ レ を表す成分 を摂動項 と

して追加 し、解に その 効果 を上乗せ すると い う手法

で ある。

　これに対して複雑系の 手法は 、 化学反応 に も、電

気回路 に も、さらには惑星の 軌道に さえ非線形現象

が偏在 し、「現実の 自然は 、近代科学 が描い て きた

よ うに単純で はな い 」とい う こ とを理論的にあきら

か に した。

　こ う して 自然科学か ら社会科学まで今や 「複雑系」

と い う言葉が あふれ返 っ て い る 。 それほ どに複雑系

の イ ン パ ク トは 大きい 。

　しか し、で ある 。 複雑系の 解説書をい くら読んで

も、よ くわか らない 。研究者 自身 もその 不可解 さに

翻弄されて い るよ うな印象が 強い 。 い っ たい 複雑系

の 本質 はどこ に あるの だろうか 。 その 難題 を解 く有

力な論点の 一
つ に松野孝一郎氏（長岡技術科学大学）

の 「内部観測」があ る 。
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　 こ の 考 え方 を定義的に言 えば、こ うな る。

　運動法則は普遍 ・一般で ある。これに 対 し て 観測

は個別 ・
具体な経験で ある 。 経験には い くつ も 「相

手」があ るが、その 相手を相手 と して 見定め る （同

定する）こ とが観測だ。 したが っ て観測は経験世界

の 内部の みか ら生 じて くる 。 こ の経験世界内に現れ

る個物 は何で あれ、他の 個物 と関係す るとき、相手

か らの影響を特定する限りにお い て 、その相手を同

定する。これ を 「内部観測」とい う。

　 し たが っ て 、内部観測とい う運動 は現在形で はな

く、 現在進行形で しか記述で きな い 。 なぜ な ら、
一

瞬の うちに 全体 を見渡す内部観測 は ありえず、ある

局所をその瞬間に内部観測して い る現場を記述する

し か ない の だか ら 。

　内部観測の 特徴は 、 例えば熱力学的な反応 の 経路

を自律的に
“
選択

”
すると い うか たちで 現れ、それ

を言葉に より統
一

の とれた全体と して 言い 表すと こ

ろに ある。それを松野氏は 「統語論的統一が従える

意味論的摂動に よっ て その 統 一一
が絶 えず揺 さぶ られ

なが ら 、 繰 り返 し統語論的統
一

にか かわ る」と表現

し て い る 。こ れが観測 と い う運動 が もた らす組織化

で あ り、複雑 さで ある
…。

　 しか し、た とえ こ の 通 りで あっ て も、内部観測に

は なお深い 不可解 さが つ きまとう。松野氏は著書

『内部観測』 （青土 社）の あ とが きで次の ように書い

て い る。

　 《内部観測 とは何か ？と問われると、どう応えて

よ い か返答に窮する 。

…内部観測は常に相手 を想定

し な が ら、その 相手は内部観測 と い う名詞その もの

の 内 に は 決 し て 見 出 され な い 。…内部観測 とは

何か ？との 問い は
一一

見、認識 されるべ き対象と して

の 内部観測の 素性を問い なが ら、期待され るの は認

識論的解明で はな く、存在論的定立で しか な L  こ

の 擦れ違い が こ の 問い に はや むを得ず付きまとう》

　肩透か しをくら っ た ような思 い に させ られる文言

だが 、そ もそ も 「…とは何か」 と い う問題設定がで

きない とこ ろに、複雑系の 複雑 さの 所以があり、そ

こ に新 し い パ ラ ダ イ ム の 可能性が 見え隠れ して い る

とも言 えよ う。

　 同 じ こ とが 、チ リ出身の 神経学 者で ある H ．R ．

マ トウ ラ
ー

ナ と F ．J ．ヴ ァ レ ラ が提唱する 「オ
ー

ト

ポイエ
ーシ ス 」と呼ばれる新 しい 生命シ ス テ ム論に

も言 える。

　生命 シ ス テ ム論 と言えば通常、自己維持 しなが ら

新しい精神の世紀●

外界 との 物質代謝を行 い 、環境との 相互作用 を通 じ

て 自己形成 して い くイ メ ージで語 られ る。い わゆる

自己組織化論 も、 プ リゴ ジ ン の 散逸構造理論 を含む

動的平衡 シ ス テ ム 論 も例外で は ない 。

　確か に生命の営み は、外部の観測者か らはその よ

うに見える。しか し、それは見か けの ことにすぎな

い 、とオ
ー

トポイエ ーシ ス 論は い う。

　 これまで の シ ス テ ム 論と決定的に違 っ て オー トポ

イエ ーシ ス 論は 、
シ ス テ ム 自体が どの よ うに環境 と

の 境界を画定する か 、環境世界 との 関係をみ ずか ら

どの ように つ くり出すか を考察す る 。 その 視点の 転

換か ら見え て く る シ ス テ ム の 姿 は驚嘆す べ き も

の だ 。

　なか で も、オ
ー

トポイ エ
ーシ ス ・シ ス テ ム の最大

の 特徴は 「入 力も出力もない 」 とい う言葉で表現 さ

れ、各方面で議論を巻 き起 こ して きた。これは従来

の 生 命シ ス テ ム論 が 「外界 との 物質代謝を行い 、環

境 との 相互作用を通 じて 自己形成 して い く」こ とを

前提 と して い る の に比べ て、革命的な視点の 転換と

言 っ て い い だろう。

　河本英夫氏は 、マ ト ウ ラ ー
ナ と ヴ ァ レ ラ の 著書

『オ
ー

トポイエ ーシ ス 　生 命シ ス テ ム とは何か』 （国

文社）の 「解題」で 、その特徴を次の ように 解説 し

て い る。

　 《神経 シ ス テ ム を例 に と ろう。神経 シ ス テ ム は、

感覚器表面 におい て絶 える ことなく環境世界か ら刺

激を受容して い る 。 しか し神経 シ ス テ ム の 作動 で 行

われ る こ とは、神経 シ ス テ ムの 構成素 を産出、再生

産す るだけ で あり、シ ス テ ム は それ自体の 同一
性を

保持するよ う、自己 内作動 を反復するだけで あ る 。

・シ ス テ ム の 特定の 作動をひ きお こす要因が、観測

者か ら見て 内的な もの で あろう と外部に由来する も

の で あろ うと、神経 シ ス テ ム は これ らを区別 しな い 。

・作 動の 要 因に つ い て は 内部 も外部 もない の で あ

る。神経シ ス テ ム か らみ れば、環境と の 関係で区画

され るような境界はな く、その 境界をもとに想定 さ

れて い る イ ン プ ッ トもア ウ トプ ッ トもない こ とに

なる》

　 こ こ で は 、これ以上に紹介で きな い が 、オー トポ

イエ ーシ ス の
“
革命性

”
は こ こ に 十分に表現 されて

い る 。 「神経シ ス テ ム には イ ン プ ッ トもア ウ トプ ッ

トもない 」と言 われて 、「そんな馬鹿な 。

“
痛い ビ

と か
“
熱い 1

”
と い っ た入 力に よ っ て 反応 （出力）

す るの が神経シ ス テ ム で はな い か 」 と考え る人は多

＿ 畑 劃艦 。
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い はずだ。実際 、オー トポ イ エ ーシ ス 論に関す る書

籍を初めて手にすると、「そんな馬鹿な 凵 と思わ

ず声 を出 して しま い そうに な る 。 それほ ど に常識を

打ち破 るイ ンパ ク トをもっ て い る。

　そ して 、それゆ えにオ
ー

トポイエ ーシ ス の 本質 も

なか なか に つ か みに くい 。

　さきの 河本氏も、オ
ー トポ イ エ ーシ ス の 一

つ の定

義につ い て 《この よ うな循環的な定義をと っ た の で

は
一種の ト

ー
トロ ジーに な りシ ス テ ム の 内容 をな に

も語 っ た こ とにな らな い の で は な い か
、

せ い ぜ い の

とこ ろ手の 込ん だ冗談で は な い か 、と い う疑問が生

じる…》な どと書い て 、 あ らか じめ予想される誤解

に 対処 しつ つ 筆 を進め て い る 。 「冗談」と も受け取

られかねない 不可解 さ。それは、か なり深刻 なもの

と言わなければな らな い 。

　か くし て現代科学の 未来を切 り拓 く新 しい パ ラ ダ

イ ム とな りそ うな複雑 系 とオ
ー

トポ イ エ ーシ ス は

二 つ なが ら 、 や っ か い な不 可解 さを内包 しな が ら

二 十一一世紀の 我々 の まえに立 ち現れて きた 。 こ の 不

可解 さは い っ た い 何か 。 それ を解きほ ぐして い けば、

科学は再び人間 との つ なが りを取 り戻せ るの で は な

い か、と い うの が筆者の 希望的観測で ある。

　で は、その 不可解 さを理解する手法は い かな る も

の なの だろ うか 。もとより、それ を論じる資格も準

備もあるわけ では ない が、一
つ の ヒ ン トに なりえる

切 り口 を、中沢新
一

氏は 「オ
ー

トポ イ エ ー
シス論は

輪廻思想で ある」 とい う視点で 論 じて い る。

　中沢氏は、南方熊楠の 思想に寄り添い ながら次の

ように書い て い る。

　 《六道 を輪廻す るもの た ちに は 、まこ との 「外」は

存在 しな い の で ある 。

…餓鬼は餓鬼、地獄の 住人は

地獄の 住人の 自己同一性 を維持 しなが ら、自己の 境

界をつ くりだ し、み ずか らの 生命 シ ス テ ム に よ っ て
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だけ意味をもつ 、外部の 世界を産出し て い く。 そ こ

には イ ン プ ッ トもア ウ トプ ッ トもおこ っ て い ない 。

…どの ような生物 も、そ うや っ て 、自分の 世界を生

きつ づ けよ うとする 。 オ ー トポイ エ ーシ ス論が と ら

える生命の 世界 は 、ま さ しく輪廻の 別名な の で あ

る》　（『森の バ ロ ッ ク』せ りか 書房）

　六 道輪廻か ら「誰それは誰 それの 生 まれ変わ りだ」

とい う輪廻転生説ま で 、これまで ま じめ に議論をし

よ うとする とすぐに 厂科学的に証明で きない 限 り、

それは お と ぎ話に すぎな い 」と い う議論の もっ て い

き方が されて きた。これが旧パ ラ ダイム 上の 思考法

だとした ら、複雑系やオー トポイ エ ーシ ス が しめす

新 しい パ ラ ダ イ ム で は 「生命 その もの が輪廻なの だ」

とい う出発点か ら議論を始め る、と い うこ とに な ろ

うか。

　ひ らた く言 えば、仏教思想 を含めた東洋思想 が、

ようや く科学言語で 語れ るよ うに な っ て きた とい う

こ とで あ る。それは 、自然科学 と人文科学の つ なが

りが回復 され る予感をは らみ 、科学 と人間の つ なが

りが回復 され る期待 を持 たせ るに十分 な兆 しに 思

え る 。

　た だ し、互 い に理解で きな い ほ どに乖離 して し

ま っ た もの を再 びつ なぎ合わせ る こ とは至難の 技

だ 。 そ こに は底知れない 不可解 さが淀ん で い る。そ

の不可解 さを解きほ ぐすため には 、自然科学と人 文

科学 が共通の 言語を通 じて 再び手 を取 り合わなけれ

ばな らな い
。

　脳研究やゲノ ム解読な ど近代パ ラダ イムの論理で

突き進んで い る現代科学の 姿が ある
一方で 、確実に

新た なパ ラ ダ イ ム が生まれ ようと して い る。こ こ に

現代科学の 一
つ の 動向が ある こ とをし っ か りと とら

えて お きた い と思 う 。

（編集部注 ：会員著作紹介の 項 p39 もご参照下 さい ）
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